















①  2種の薬剤とも経口投与可能群 8頭においてクリン
ダマイシン（5～ 25 mg/kg,bid）とアジスロマイシ
ン（7～ 15 mg/kg,sidその後 3日ごとに投与）を 10
日間続け効果を比較した。













②  クリンダマイシン投薬困難の猫 14頭中 6頭で投薬
が可能であった。6例すべてで投薬後に効果がみら
れた。
③  対象とした 4頭のデポ・メドロール注の効果持続
期間は 10～ 14日であった。同時にインターフェ
ロン単独投与した 4頭はいずれも効果は無く，対
象のうち 3頭にコンベニア注の単独投与した結果
は，2例にわずかな効果が見られたが 1例は効果は
無かった。又，デポ・メドロール注の効果持続時
間の延長効果を目的にコンベニア注，インターフェ
ロン注の各々をデポ・メドロール注と併用してみ
たが，効果時間の延長は見られなかった。
＜考　察＞
経口投与可能な猫に対して非ステロイド製剤 2種の
薬剤を比較した結果，アジスロマイシンの方がクリン
ダマイシンより治癒率はやや優れ，投与回数も少なく
て済むことから，投薬を嫌う場合の第一選択薬として
今後検討を重ねていきたい。一方，経口投与困難な猫
の一部の口内炎治療においてはステロイド製剤である
デポ・メドロール注による症状緩和の効果は大きく，
今回試みたコンベニア注単独での効果は小さい。イン
ターフェロン注では効果は全く見られなかった。デ
ポ・メドロール注の効果持続時間の延長を目的とし
たコンベニア注，インターフェロン注の同時併用して
みたが，どちらも持続時間延長の効果はみられなかっ
た。
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